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ハイイロヤハズカ･･ミキリの幼虫の齢期の央定
小　　島　　圭　　三
(高知大学麗学部昆当学研究Ξ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　し　が　き
　カ１.午リムシ類は重要な森林害虫である炉，幼虫か穿材性であるのでその生態的研究は甚だ困難ノ
である．カミキリムシ類の幼虫にっいてはCraighead (1923), Gardner (1925 etc.).小島俊文
　(1929, 31),西尾美明(1943 etc.)氏等の報告があるが，いずれも形態的，分類的なものが主で
生態にっいては比較的簡単にふれているにすぎない．
　ハイイロヤハズ,カミキリ　Ｍｔｈｏ･tａｆｕｒｃａtａBATESの生活史にっいては紳崎清治(1938)氏の
報告があり，幼虫（老熟幼虫）_に関しては松下餌幸(1940)氏のくゎしい記載炉ある．しかし両方
とも幼虫の齢期にはふれていないのでこの報告をすることにした．この報告の材料の採集には桃井
重之氏の非常な御援助を受け｀に．叉，卵，幼虫の図は藤島淳三氏の筆をわずらわしすこので，厚くぉへ
祀を申し上げる．
　　　　　　　　　　　　　　゛イイロヤりズカミキリの生活の概要　　　　　　　．
　ハイイi=lヤベ岑カミキリ‘の幼虫は枯れ北フヅマネザサ加，－マグケの枝の中で生活する．横浜市附
近では刈取ったフヅマネザサで家や畑の垣を作ること炉多いから･，それが良い繁殖場となってい
.る．
　５月中旬に成虫はそれらの竹;こかみ傷をつけて，そこから竹の内部に１個ずつ産卵する．１本の
竹には１個所ずつ産卵ざれているの炉普通であるが，時には2,～3個所に産卵されているものもあ
る．然しこの場合も生育を完了ずる幼虫は唯１頭である．幼虫は竹の外に出るこ･とは全くなく，内
部でのみ生活しているから，幼虫の睨皮殼も竹の内に残されてあるはずである．然し幼虫が竹を内
面から食う際にｙ一端から逐次食べながら生長していくのではな.く，幼虫が小さい間は竹の申を上
下して，一度食べ7こ場所も再び食べるようであるし，糞も外に排出せす，しかも幼虫が生長すると
糞を硬くっ沁るようビなるので，睨皮殼の全休炉完全な形では残っていない．完全に残づているの
は大肥と咽喉のみである.
　10月頃竹の中に蝸室を作りその申で蝸化し，続いて成虫になる炉，翌年４月まではそのまま蝸室
内にとどまっている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料と測定の方法
　1954年４月，横浜市中区本牧三渓園内のブヅマネザサで作っすこ垣から，ハイイロヤハズカミ午リ
の産卵を受けず二ものを選び出し七l竹の中のカミキリムシは既に成虫になっていヴこものもあっすこが‘
大部分は幼虫態であつ7こ．いずれも竹の内部の糞申に混じていす二睨皮殼の大肥を採取し，又幼虫態
のものはその大詰をも林って測定の材料とし7こ･
　糞の中に混じていすこ大腿の全部を採りっくし7ことは考えられないから，採取でき包大肥は左右を卜
とわす全部について，その最大長と最大巾セ測定し7こ．ミクロメーターの１単位はl/33mmである．．
　　　　　　　　　　　　●●　　　大肥の大きさと齢期の決定
　測定しバこ結果は頻度分布曲線にして第１図に示し7こ．大肥長，大腿巾（最大長，最大巾のこと）
ともにおおよそ５つの山とみなせるような形になっている．大肥長の山の境界の１つは連祀してい
２
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るし，大肥巾の方はその連植がいちじるしい．しかし第２図の大肥長と大肥巾の相関図表と対比し
てみて，５つの山はそれぞれ1,2,3,4,5齢に相当するものと考えてよかろう．
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第１図　ハイイロヤハズカミ午り幼虫の大肥長と大肥巾の頻度分布
これから各齢の大肥長，大肥巾の範囲は第１表のように決忠.できる．
　　　　　　　　　　　　第１表　各齢の大肥長と大肥巾の範囲
胎 １ ２ ３ ４ ５
大腿長
大認巾
　　　　　mm
0.258～0.318
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　　　　　mm
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　　　　　　　　　　　　第２図　大肥長と大肥巾の関相図表
又各齢の標本平均，標準偏差と変異係数は第２表のようになつ7こ．
　　　　　　　　　第２表　各齢の測定値の変異をあらわすバラターター
３
大　　認　　長 大　　認　　　巾
胎 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５
測　定　数
子　　均　　値ｍｍ
標　準　偏　差
変‘異係数％
　　　4
　0.288
・　0.024
、8.4
　52
0.487
0.043
　8.8
　99
0.748
0.063
　8.4
　99
0.998
0.072
' 7.2
　21
1.309
0.061
　4.7
　4
0.250
0.014
　5.6.
　52
0.400
0.027
　6.8
　99
0.631
O.06O
　9.5
　99
0.799
0.073
　9.1
　21
0.975
0.041
　4.2
　　　　　　　　　　　l　　　　大胞長と大認巾の成長のしかた
第３表　各齢間の成長比
２齢/1齢
３齢/2齢
４齢/3胎
５齢/４胎
大腸長
1.690
1.536
1.334
1.311
大詰巾
1.601
1.575
1.267
1.220
齢;こかけて急に小さくなっている．又第３図
のよう･に横軸に大腿長，縦軸に大肥巾をとっ
て，各齢の測定値を図に書くと，１～４齢ま
ではやや直線をなし，長さと巾炉調和的に成
長している．しかし５齢は直線からはるかに
はずれていて，４齢から５齢ぺの成長は調和
的ではないこと炉わがる．
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　　　　　　　　　　　　　　　成長の実験式の適用
　これらの結果を成長の諸式にあてはめて適合度をしらぺてみる.
　　Dyarの式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　Dyarの法則と云われているlog Ｙ＝ａ十ｂｘ（Ｙは各齢期;こおける測定値，ｘは齢期. a, bは恒
数）の式に測定値を代入して方程式ヤもとめると玖のよう’になつす二･
　　　　　　大肥長　log Ｙ=･-0.6605十〇.1526 χ.
　　　　　　大肥「h　log Y=-0.7066十〇.1483 ｘ
　この式からもとめずこ計算値とこれに対する測定値力ヽらの差，その差の割合，適合度を第４表に示･
し7こ．
　　　　　　　　　　第４表Dyarの式;こよる大肥長，大肥巾め計算値　・
?????
?????
齢
???
???
測　　定　　値
0.288
0.487
0.748
0.998
1.309
0.250
0.400
0.631
0.799
0.975
計　　算　　値
0.318
0.462
0.672
0.977
1.420
0.277
0.389
0.547
0.771
1.083
mm
差のパ‾セト測fefiTi―IびZ依Ｘ　　　　　　　測定,値　〉く100
測定依よ‘りの差
‘-0.030
m
十〇.025
十〇.076
+ 0.021
-･0.111
-
- 0.027
+ 0.011
十〇.084
十〇.028
－0.108
?
よ の差
- 10.42
+ 6.13
+ 10.16
+ 2.10
- 8.48
-10.80
+ 2.75
+ 13.31
+ 3.50
一口.08
適　合　撹
7.26
8.29
適合度＝差のパーセントの絶体値の平均
　　Gaines, Campbellの式　　　　　　　　　　　　　　　　　:　　　　　　　　.
　GainesとCampbellが発表し7こ式log Ｙ＝ａ十bｘ十ｃｘ2（じは恒数，他はDyarの式と同じ）
にも同様に測定値を代入して方程式をもとめ孔:．
　　　　　　大肥長　log Ｙ＝－0.6780十〇.1776χ-0.0025×2”
　　　　　　大肥巾　log Y=-0.7269十〇.1657x-0.0029×2
　この式からの計算値，測定値よりの差等も第５表としすこ．
　　　　　　　　　　　　第５表　Gaines, Campbellの式による計算値
齢 測　　寓　　値 計　　算　　憤 測定値よりの差 胆吃々夕刊　ｓ　々　ｔ
大
腿
長
１
２
３
４
５
0.288　mm
0.487
0.748
0.998
1.309
0.314　mm
0.465
0.696
0.983
1.4D5
- 0.026 mm
十〇.022
+ .0.052
今〇.015
- 0.096
－9.03％
十4･.52
十6.95
+ 1.50
- 7.33
　　　％
5.87
???
１
??．
0.250
0-.400
0.631
0.799
0.975
0.273
0.392
0.555
0.776
1.069
　- 0.023
　十〇.008
　十〇.076
　十〇.023
‘- 0.094
- 9.20
+ 2.00
+ 12.04
+ 2.88
- 9.64
7.15
徳永の式
ハイイ1=1ヤハズカミキ｀ﾘの幼虫の齢期の決宮＿＿
５
徳永が提唱し7二式ｌｏｇＭ丁Jy‾二ｉ°KCt-T) (M.Vリよ最終齢の測定値の２倍’Ｔは聊の数’ｔ
は各齢期，ｙはｔ齢のときの測定値，Ｋは恒数）についても方程式を‘もとめ仁．
大肥長１０９万涵ふこｙT＝0.2247（t－5）
　　　　大叫巾　】ｏｇＴ［弓乱二y-＝0.2094（t－5）
これよりの計算値等も第６表に示し7こ．
　　　　　　　　　　　　　第６表徳永の式による計算値
?????
?????
齢
???
???
測　　定
　0.288
　0.487
'0.748
　0.998
　1.309
0.250
0.400
0.631
0.799
0.975
?
計　　算　　値
0.293
0.458
0.686
0.978
1.309
0.247
0.372
0.538.
0.744
0.975
測定値よ､りの差
－0.005
十〇.029
+ 0.062
+ 0.020
　0.000
十〇.003
十〇.028
十〇.093
十〇.055
　0.000
測定値よりの差
のパーセント
　　　ー　！.74％
　　　+ 5.95
　　　+ 8.29
　　　+ 2.00
　　　，0.00
+ 1.20
+ 7.00
+ 14.74
+ 6.88
　0.00
適　介　　度
3.60
5.96
　以上の３つの式はいずれもあまり良い適合度を示していないが，大肥長も大肥巾も３つの式の中
では，徳永の式が一番適合度がよいこと加わかつ了こ．
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第４図　ハイイロヤハズカミキりの卵と１，２齢幼虫
　　　凡卵（×４）　召．１齢幼虫の側面（×１０）
　　　Ｃ．１胎幼虫の腹石（〉く10）　£＼ 2m幼虫の側面（×10）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約
　ハイイロ々ハズカミキリ幼虫の齢期を知る7こめに大肥の長さと巾を測定し7こ．頻度分布曲線は５
つ刃山を示し，５齢期炉あること炉詔められる．成長式は徳永の式炉他の式より良く適合する．
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Determination of the Laval Inster of yｖｉｐｈｏｎａｆｒｕｃａtａ
　　　　　　　　　　　　　　Keizo KOJIMA
(Entomological Laboratory, Agriculture Faculty, Koclii.University)
　In order to deteimine the larval inster of jｖφゐona fruとata, the length and width of
mandible have　been　measured. The frequency curve has　five peaks, each of which
corresponds　to　the five　instars　of　larvae. Tokunaga's　formula　showing　the　insect
growth is better than others in this case.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　(Received October 30,1954）
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